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お問合せは、市役所代表電話番号�0424－64－1311です。電話番号をお掛けのうえ、担当課の内線番号をお伝えください。

▽
申
し
込
み
の
で
き
る
方　

次
の

す
べ
て
に
あ
て
は
ま
る
方

①
申
込
者
お
よ
び
同
居
者
は
、
申

請
時
に
お
い
て
満　

歳
以
上
で
あ

６５

る
こ
と　

②
申
請
日
現
在
で
、
西

東
京
市
内
に
引
き
続
き
２
年
以
上

住
所
を
有
す
る
こ
と　

③
現
に
居

住
し
て
い
る
住
宅
の
立
ち
退
き
要

求
を
受
け
て
い
る
か
、
ま
た
は
保

安
上
・
保
健
衛
生
上
劣
悪
な
状
態

に
あ
る
が
自
力
に
よ
る
代
替
の
住

宅
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

こ
と　

④
所
得
額
が
月
額　

万
８

２６

千
円
以
下
で
あ
る
こ
と（
２
人
世
帯

の
場
合
は
お
問
い
合
輪
せ
を
）　

⑤
１
人
世
帯
お
よ
び
夫
婦
世
帯
等

に
よ
る
２
人
世
帯
で
あ
る
こ
と　

⑥
オ
ー
シ
ャ
ン
・
ハ
ウ
ス
の
場

合
、
健
康
で
、
独
立
し
て
日
常
生

活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
方
（
身

体
上
ま
た
は
精
神
上
著
し
い
障
害

が
あ
る
た
め
に
常
時
の
介
護
を
必

要
と
し
、
か
つ
、
居
宅
に
お
い
て

こ
れ
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、

ま
た
は
受
け
る
こ
と
が
困
難
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
方
を
除
く
）　

⑦
高
齢
者
ア
パ
ー
ト
の
場
合
、
健

康
で
独
立
し
て
日
常
生
活
を
営
め

る
こ
と

▽
種
類
・
戸
数　

①
市
営
住
宅
オ

ー
シ
ャ
ン
・
ハ
ウ
ス（
保
谷
町
６
〜

　

〜　

）・
１
戸　

②
高
齢
者
ア
パ

１０

２３

ー
ト
・
４
戸
…
松
和
マ
ン
シ
ョ
ン

（
ひ
ば
り
が
丘
北
２
〜
５
〜
８
）、

長
寿
荘（
芝
久
保
町
３
〜
２
〜
９
）、

寿
荘（
向
台
町
３
〜
１
〜　

）
１１

※
①
・
②
の
両
方
を
申
し
込
む
こ

と
は
で
き
ま
す
が
、
②
の
中
か
ら

複
数
を
申
し
込
む
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

▽
申
込　

都
市
計
画
課
（
保
谷
庁

舎
５
階
）
で
申
込
書
に
記
入
、
押

印
の
う
え
、申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
募
集
期
間　

７
月
２
日
〜
９
日

（
水
）午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
土

・
日
曜
日
を
除
く
）　

※
申
請
書
類

を
審
査
し
て
決
定
し
ま
す
（
応
募

者
多
数
の
場
合
は
抽
せ
ん
）
。

◆
都
市
計
画
課
（
�保
 
�
内
線　

）
２４２２

▽
応
募
資
格　

小
学
校
児
童
、
中

学
校
・
高
等
学
校
の
生
徒
（
１
人

１
点
自
作
の
も
の
）　

※
色
彩
は
自

由
。
画
用
紙
の
四
ツ
切
、
八
ツ
切

り
ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る
大
き
さ

▽
応
募
方
法　

作
品
の
裏
面
右
下

に
、
都
道
府
県
名
・
学
校
名
・
学

年
・
氏
名
を
明
記
し
、
９
月
５
日

（
金
）
ま
で
に
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
（
保
谷
東
分
庁
舎
１
階
）

へ
直
接
ま
た
は
郵
送
（
〒　

―　
２０２

８５５５

西
東
京
市
役
所
保
谷
庁
舎
選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局
あ
て
）

◆
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
�保
 

�
内
線　

〜　

）

２８１１

２８１３

　

市
で
は
、
現
在
、
基
本
構
想
・
基
本
計
画
を
策
定
中

で
す
。
「
や
さ
し
さ
と
ふ
れ
あ
い
の
西
東
京
に
暮
ら

し
、ま
ち
を
楽
し
む
」を
基
本
理
念
に
、「
ほ
っ
と
や
す

ら
ぐ
ま
ち
」、「
豊
か
な
華
や
ぐ
ま
ち
」、「
み
ん
な
で

支
え
あ
う
ま
ち
」、「
ひ
と
・
も
の
・
こ
と
が
育
つ
ま
ち
」

を
将
来
像
と
す
る
、新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
新
し
い
市
の
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、
そ
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
「
西
東
京
市
の

歌
」
を
つ
く
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

作
曲
は
、「
シ
ク
ラ
メ
ン
の
か
ほ
り
」
な
ど
数
々
の

ヒ
ッ
ト
曲
で
有
名
な
小
椋
桂
さ
ん
が
担
当
し
ま
す
。
あ

な
た
の
歌
詞
が
、
小
椋
さ
ん
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
の
っ

て
、
西
東
京
市
の
イ
メ
ー
ジ
を
伝
え
ま
す
。
奮
っ
て
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

▽
募
集
内
容　

従
来
の
市
の
歌
の
イ
メ
ー
ジ
に
と
ら

わ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
由
な
発
想
で
考
え
た
も
の
で
、

皆
が
親
し
み
を
感
じ
、
気
軽
に
口
ず
さ
め
る
も
の
。

▽
応
募
資
格　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

▽
応
募
締
め
切
り　

８
月　

日
（
金
）
必
着

２９

▽
応
募
方
法　

①
自
作
未
発
表
の
も
の　

②
市
販
の

　

字
詰
め
原
稿
用
紙
横
書
き
ま
た
は
同
等
の
書
式
を

４００使
用　

③
作
品
は
、
最
大
３
番
ま
で　

④
字
数
は
問
い

ま
せ
ん
。　

⑤
１
人
３
作
品
ま
で　

⑥
用
紙
の
裏
面

に
、
作
品
の
タ
イ
ト
ル
・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

年
齢
・
勤
務
先
（
学
生
の
場
合
は
学
校
名
と
学
年
）、

電
話
番
号
を
明
記　

⑦
郵
送
（
〒　

―　

西
東
京
市
役

１８８

８６６６

所
田
無
庁
舎
企
画
課
あ
て
）、
持
参
（
田
無
庁
舎
３
階
）

ま
た
は
西
東
京
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

▽
採
用
賞
金　
　

万
円

２０

▽
選
考
方
法　

選
考
委
員
会
で
選
考

▽
入
賞
発
表　

平
成　

年
２
月
１
日
号
の
市
報
等
で

１６

発
表
予
定
（
採
用
者
に
は
、
直
接
連
絡
予
定
）

▽
そ
の
他　

①
採
用
作
品
に
関
す
る
一
切
の
権
利
は
、

西
東
京
市
に
帰
属
し
ま
す
。　

②
採
用
作
品
は
、
小
椋

佳
さ
ん
が
補
作
詩
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。　

③
２
つ

以
上
の
作
品
を
採
用
し
、
合
作
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
場
合
、
賞
金
は
等
分
さ
れ
ま
す
。　

④
応
募

作
品
は
、
返
却
し
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
姉
妹
都
市
の
契
約
施

設
に
宿
泊
す
る
場
合
に
、
宿
泊
料
金
の
一
部
を
助
成

し
て
い
ま
す
。

■
西
東
京
市
の
姉
妹
都
市

▽
助
成
金
額
（
１
泊
に
つ
き
）　

◎
旅
館
…
大
人
（
中

学
生
以
上
）
２
千
円
、
子
ど
も
千　

円　

◎
民
宿
…

５００

大
人
（
中
学
生
以
上
）
千　

円
、
子
ど
も
千　

円

５００

４００

▽
利
用
限
度　

１
人
年
間
３
泊
ま
で

▽
利
用
方
法　

①
宿
泊
施
設
一
覧
（
田
無
庁
舎
２
階
生

活
文
化
課
、保
谷
庁
舎
１
階
市
民
相
談
室
、各
出
張
所
に

あ
り
ま
す
）か
ら
、ご
希
望
の
施
設
に
直
接
連
絡
し
、予

約
を
し
て
く
だ
さ
い
。　

②
予
約
が
取
れ
た
ら
、利
用
日

の
１
週
間
前
ま
で
に
、生
活
文
化
課
へ
利
用
券
の
申
請

に
お
越
し
く
だ
さ
い（
電
話
で
の
申
請
は
不
可
）
。
そ

の
際
、
保
険
証
な
ど
身
分
証
明
に
な
る
も
の
を
ご
持
参

く
だ
さ
い（
印
鑑
不
要
）。　

③
申
請
内
容
確
認
後
、利
用

券
を
発
行
し
ま
す
。
利
用
当
日
に
、
券
を
宿
泊
施
設
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。　

※
ご
家
族
や
グ
ル
ー
プ
等
で

宿
泊
す
る
場
合
、
こ
の
制
度
を
利
用
で
き
る
方
は
、
市

内
在
住
の
方
に
限
ら
れ
ま
す
。

◆
生
活
文
化
課
（
�田
 
�
内
線　

）
１４１１

　

四
市
行
政
連
絡
協
議
会
（
西
東
京
市
・
武
蔵
野
市

・
三
鷹
市
・
小
金
井
市
）
の
４
市
で
は
、
各
市
の
宿

泊
施
設
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ

う
に
相
互
協
力
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
西
東
京
市
菅
平
少
年
自
然
の
家
（
長
野
県
小
県
郡

真
田
町
大
字
長
字
菅
平
１
２
２
３
〜
４
５
１
６
、�

０
２
６
８
・　

・
２
２
７
７
）

７４

▽
利
用
料
金　

大
人
４
千　

円
９００

（
夏
期
）、５
千　

円（
冬
期
）１

３００

泊
２
食
付
き

▽
申
込　

利
用
日
の
１
か
月
前

の
同
日
〜
７
日
前
に
菅
平
少
年

自
然
の
家
へ

▽
問
合
せ　

西
東
京
市
社
会
教
育
課
（
�保
 
�
内
線　

）
２７１１

■
武
蔵
野
市
立
自
然
の
村
（
長
野
県
南
佐
久
郡
川
上
村

字
川
端
下
５
４
７
〜
１
、�
０
２
６
７
・　

・
２
４

９９

０
０
）

▽
利
用
料
金　

大
人　

円
６００

（
食
事
代
別
）

▽
申
込　

利
用
日
の
２
か

月
前
の
同
日
〜
７
日
前
に

（
財
）
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
団
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
へ

▽
利
用
期
間　

４
月
下
旬
〜　

月
第
１
週

１１

▽
問
合
せ　
（
財
）武
蔵
野
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
団

野
外
活
動
セ
ン
タ
ー（�
０
４
２
２
・　

・
４
５
４
０
）

５４

■
武
蔵
野
市
立
富
士
高
原
フ
ァ
ミ
リ
ー
ロ
ッ
ジ
（
山

梨
県
富
士
吉
田
市
上
吉
田
４
５
６
５
、�
０
５
５
５

・　

・
４
４
７
１
）

２２
▽
利
用
料
金　

大
人（
１
人
１

泊
）　

円（
食
事
代
別
）

６００
▽
申
込　

利
用
日
の
２
か
月

前
〜
７
日
前
に
、
富
士
高
原

フ
ァ
ミ
リ
ー
ロ
ッ
ジ
へ

▽
問
合
せ　

市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
（�
０
４
２
２
・　

・
６０

１
８
３
１
）

■
三
鷹
市
川
上
郷
自
然
の
村
（
長
野
県
南
佐
久
郡
川
上

村
大
字
原
５
９
１
〜
３
６
２
）

▽
利
用
料
金　

大
人
５
千　

円
７５０

（
１
泊
２
食
付
・
一
般
宿
泊
室
）

▽
申
込　

利
用
月
の
２
か
月
前

の　

日
〜
使
用
日
の
３
日
前
に

２０
三
鷹
市
市
民
課
へ

▽
問
合
せ　

受
け
付
け
…
三
鷹

市
市
民
課
（�
０
４
２
２
・　
４５

・
１
１
５
１
、内
線　

）、
施
設

２３２３

案
内
…
三
鷹
市
教
育
委
員
会
総

務
課（
内
線　

）
３２１４

■
小
金
井
市
立
清
里
少
年
自
然
の
家
（
山
梨
県
北
巨

摩
郡
高
根
町
清
里
字
念
場
原
３
５
４
５
〜
１
、�
０

５
５
１
・　

・
４
６
４
９
）　

４８

▽
利
用
料
金　

大
人
３
千
円

（
一
般
棟
）

▽
申
込　

生
涯
学
習
課
窓
口

で
受
け
付
け
。
申
し
込
み
の

際
に
使
用
料
金
（
食
事
代
別
）

を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

※
食
事
は
申
請
時
に
予
約
、

食
事
料
は
現
地
支
払
い
と
な

り
ま
す
。

▽
問
合
せ　

小
金
井
市
生
涯
学
習
課
（�
０
４
２
・

３
８
７
・
９
８
７
９
）

◆
企
画
課
（
�田
 
�
内
線　

）
１１２２

　
（
仮
称
）
合
併
記
念
公
園
は
、
緑
町
三
丁
目
に
あ
っ

た
東
京
大
学
原
子
核
研
究
所
の
跡
地
、
約
４
・
４�

（
東
京
ド
ー
ム
の
約
３
・
５
倍
）
を
買
収
し
、
新
し
い

市
の
シ
ン
ボ
ル
的
施
設
と
し
て
整
備
す
る
も
の
で
す
。

　

す
で
に
、
用
地
取
得
も
終
了
し
、
平
成　

年
の
開
園

１７

を
目
指
し
、
整
備
工
事
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ

の
公
園
の
名
称

を
市
民
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
考

え
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

こ
の
公
園
の

計
画
に
あ
た
っ

て
は
、
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
市
民
参
加
に
よ
る
懇
談
会
を
実
施

し
、
基
本
理
念
は
「
自
然
・
人
・
生
き
物
の
ふ
れ
あ
い

の
場
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
主
な
施
設
は
雑
木
林
・
原
っ

ぱ
・
自
然
観
察
池
等
が
造
ら
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
応
募
資
格　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

▽
応
募
方
法　

公
園
の
名
称
と
そ
の
名
称
に
し
た
理

由
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
を
明
記
し
、
７
月　

日
（
必

３１

着
）
ま
で
に
、
郵
送
（
〒　

―　

西
東
京
市
役
所
保
谷

２０２

８５５５

庁
舎
公
園
緑
地
課
あ
て
）、持
参（
保
谷
庁
舎
３
階
）ま

た
は
メ
ー
ル（
西
東
京
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
）で

※
応
募
名
称
の
中
か
ら
、
候
補
名
数
点
を
選
考
し
、
市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
う
え
で
、
決
定
す
る
予
定

で
す
。

募募

集集

市
営
住
宅
、高
齢
者
ア
パ

ー
ト（
あ
き
家
）入
居
者

��
��
��
��
��
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�
�
�
�
�
�
�

��
��
��
��
��
��
��
��

明

る

い

選

挙

啓
発
ポ
ス
タ
ー

▽
審
議
内
容　

学
校
給
食
の
運
営

等
学
校
給
食
に
つ
い
て
の
検
討

▽
応
募
で
き
る
方　

市
内
市
立
小

・
中
学
校
保
護
者
（
現
在
他
の
審

議
会
等
に
参
加
さ
れ
て
い
る
方
は

応
募
で
き
ま
せ
ん
）

▽
回
数　

不
定
期

▽
募
集
人
数　

８
人

▽
任
期　

９
月
１
日
か
ら
２
年
間

▽
報
酬　

日
額
１
万　

円
８００

▽
応
募
方
法　
「
学
校
給
食
に
つ

い
て
」
作
文
を　

字
程
度
に
ま
と

８００

め
、
市
民
公
募
に
係
る
申
告
書
を

添
付
し
て
、
７
月　

日
（
金
）（
必

１８

着
）
ま
で
に
提
出　

※
申
告
書
は

田
無
庁
舎
２
階
市
民
相
談
室
、
保

谷
庁
舎
３
階
学
務
課
で
配
布

▽
提
出
先
・
問
合
せ　

学
務
課
（
〒

　

―　

西
東
京
市
役
所
保
谷
庁

２０２

８５５５

舎
、�
内
線　

）
２６２５

学学
校校
給給
食食
運運
営営
審審
議議
会会
委委
員員
をを
募募
集集
しし
まま
すす

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

��
�
�
�
�
�
��
�
�
��
�
���
��
	



お
ぐ
ら 
け
い

◆
企
画
課
（
�田
 
�
内
線　

）
１１１１

�
�
�
��
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

◆
公
園
緑
地
課
（
�保
 
�
内
線　

）
２４３１

福島県下郷町

山梨県須玉町

大内宿

みずがき山

■
小
椋
佳
さ
ん
の
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル

　

１
９
４
４
年
東
京
都

生
ま
れ
、
東
京
大
学
法

学
部
卒
業
後
、
都
市
銀

行
に
入
行
し
、
支
店
長

等
の
要
職
を
務
め
る
か
た
わ
ら
、音
楽
活
動
を
展
開
。

１
９
７
５
年
、
布
施
明
氏
に
提
供
し
た
「
シ
ク
ラ
メ

ン
の
か
ほ
り
」
で
は
、
日
本
レ
コ
ー
ド
大
賞
を
受
賞
。

そ
の
後
も
、「 
愛
燦
燦 
」「
夢
芝
居
」
等
、
数
多
く
の

あ
い
さ
ん
さ
ん

ヒ
ッ
ト
曲
を
手
掛
け
る
。
現
在
、
音
楽
活
動
、
舞
台

制
作
、
執
筆
活
動
等
、
多
方
面
で
活
躍


